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今
議
会
は
、
議
員
提
出
議
案
１

件
、
町
長
提
出
議
案
31
件
審
議
。
４

名
の
予
算
総
括
質
疑
、
９
名
の
一
般

質
問
。
議
員
提
出
議
案
で
全
会
一
致

可
決
、
４
月
１
日
施
行
の
「二
宮
町
子

ど
も
も
大
人
も
輝
く
心
身
き
ら
り
健

康
づ
く
り
条
例
」を
例
に
、
議
員
の
任

務
、
問
題
点
を
追
及
し
ま
す
。 

住住
民民
のの
代代
表表
者者
でで
ああ
るる
議議
員員
のの
任任
務務  

議
員
は
、
住
民
全
体
の
代
表
者
と

し
て
議
会
を
構
成
し
、
議
会
活
動
を

通
じ
て
住
民
の
個
別
意
思
を
形
成
す

る
任
務
が
あ
り
ま
す
。
（※
「議
員
必
携
」

か
ら
転
載
） 

そ
し
て
、
条
例
が
縛
る
対
象
は
住

民
で
は
な
く
、
行
政
、
公
務
員
で
す
。 

例
え
ば
、
使
用
料
・
手
数
料
条
例

は
、
行
政
の
徴
収
権
利
を
当
然
と
認

め
て
い
る
の
で
は
な
く
、
行
政
の
裁
量

や
逸
脱
が
な
い
よ
う
に
規
定
以
外
の

も
の
、
規
定
金
額
以
外
は
徴
収
で
き

な
い
よ
う
に
し
て
い
る
の
で
す
。 

  心心
身身
きき
らら
りり
条条
例例
のの
問問
題題
点点  

①①  

行行
政政
目目
線線
！！
住住
民民
にに
努努
力力
規規
定定  

住
民
に
意
見
募
集
し
た
条
例
案
に  

は
、
「町
民
の
責
務
」「地
域
活
動
団
体

の
責
務
」な
ど
住
民
を
縛
る
規
定
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

 
 

こ
れ
に
反
対
す
る
住
民
意
見
も
あ

り
、
「
責
務
」
と
い
う
言
葉
を
「
取
組
」

に
修
正
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民
や

地
域
団
体
に
「
努
力
規
定
」
を
課
し
、

そ
の
本
質
は
行
政
目
線
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

住
民
目
線
で
あ
れ
ば
、
町
民
、
地
域

団
体
の
取
組
の
条
文
に
は
、
健
康
増
進

活
動
を
す
る
人
や
団
体
が
動
き
や
す

く
す
る
た
め
に
、
行
政
や
社
会
に
対
し

て
の
「
で
き
る
規
定
」
や
支
援
策
を
設

け
る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
条
例
案
に
規
定
さ
れ
て
い
た

「町
の
責
務
」は
、
「ま
ち
の
取
組
」に
修

正
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

②②  

曖曖
昧昧
なな
規規
定定
でで
行行
政政
のの
裁裁
量量
権権
拡拡
大大  

 

条
文
が
曖
昧
で
何
を
政
策
と
し
て

盛
り
込
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、
行

政
裁
量
で
住
民
の
個
人
的
生
活
に
踏

み
込
む
危
険
性
さ
え
も
生
じ
ま
す
。 

こ
の
条
例
案
の
検
討
中
に
旧
優
生
保

護
法
の
下
で
の
強
制
不
妊
手
術
へ
の
提

訴 

  

やや
じじ
うう
まま
議議
会会
ウウ
ォォ
ッッ
チチ
ンン
ググ  

平
成
30
年
３
月
議
会
「
議
員
の
任
務
、
定
数
の
適
正
は
？
」 

 

   

～～  

夏夏
へへ  

～～  
  

今
年
の
春
は
、
い
つ
に
も
増
し
て
あ
っ

と
い
う
間
に
駆
け
抜
け
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

風
薫
る
緑
ま
ぶ
し
い
季
節
。
蛙
が
鳴
き
、

ミ
ミ
ズ
が
姿
を
見
せ
、
蚕
が
桑
を
は
む
。 

爽
や
か
な
中
に
も
日
本
の
蒸
し
暑
さ
を

連
想
さ
せ
る
季
節
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

食
物
も
生
命
力
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

タ
ケ
ノ
コ
や
ソ
ラ
マ
メ
、
い
か
に
も
天
を

目
指
し
て
伸
び
る
様
子
に
力
を
も
ら
え

ま
す
ね
。
ア
サ
リ
も
こ
の
時
季
が
美
味
し

い
の
で
、
新
ご
ぼ
う
と
一
緒
に
ぜ
ひ
深
川

ご
は
ん
を
。
ア
サ
リ
を
先
に
ゆ
で
、
貝
か

ら
身
を
は
ず
し
、
ゆ
で
汁
で
炊
く
の
が
コ

ツ
（
酒
と
薄
口
醤
油
で
味
を
調
え
て
く
だ

さ
い
）。
そ
の
ま
ま
で
も
、
上
か
ら
澄
ま

し
汁
や
み
そ
汁
を
か
け
て
も
。 

 

懐
石
べ
ん
と
う
で
は
蓋
を
開
け
た
時

の
目
に
映
る
美
し
さ
も
大
切
で
す
。
具
材

の
色
が
濁
ら
な
い
よ
う
別
に
炊
い
て
、
ご

飯
が
炊
き
あ
が
る
直
前
に
パ
ッ
と
い
れ

た
り
し
ま
す
が
、
お
家
で
は
お
こ
げ
も
含

め
文
字
通
り
ま
ぜ
ご
飯
を
楽
し
ん
で
く

だ
さ
い
。 

 

 

☎0463-71-4919 

二宮町松根 6-15 
www.kyounoaji.com 

 

 

 

訴
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
例
が
曲

解
さ
れ
、
不
健
康
者
へ
の
差
別
を
生
じ

さ
せ
な
い
保
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

⓷ 

必
然
性
の
な
い
理
念
条
例 

理
念
条
例
を
何
故
わ
ざ
わ
ざ
議
会

委
員
会
提
案
で
制
定
す
る
の
か
、
必
然

性
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
理
念
条
例

に
財
政
措
置
規
定
を
盛
り
込
む
矛
盾

も
あ
り
ま
す
。 

二
宮
町
の
現
状
か
ら
す
れ
ば
、
抜
本

的
な
経
費
削
減
策
、
町
民
に
負
担
を
課

さ
な
い
財
政
増
収
策
を
真
剣
に
検
討
す

る
こ
と
こ
そ
が
必
要
な
は
ず
で
す
。 

 

適適
正正
なな
議議
員員
定定
数数  

  

議
員
本
来
の
任
務
遂
行
に
必
要
な
知

識
、
人
権
意
識
、
実
行
力
を
持
つ
議
員

構
成
と
な
る
に
は
、
議
員
は
何
人
必
要

か
真
剣
に
考
え
る
時
期
で
す
。
住
民
、

議
員
自
ら
も
考
え
、
行
動
し
て
ほ
し

い
。 (

18
名
を
平
成
18
年
度
に
改
定
し
現
在
14
名
） 
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 議員名（敬称省略） 質問概要 傍聴コメント 

予
算
総
括
質
疑
3
月
6
日
（火
） 

二宮 節子 
〈1期〉 
議会だより編集委

員会副委員長 

町長の思いが持続可能な自治体を求める町民意識と同等か？ 

1施策の達成と満足度をどの様に評価し課題を今後の町政運営に反映する

のか。新庁舎建設の進め方と今後の取組み。2 町長が考える町民総ぐるみ

についての見解。3 ICT教育の充実、プログラミング教育に対する見解。4子

育て支援。5再生可能エネルギー事業の進め方。オリーブブランドの確立。 

いつも論点が整理され、活舌も明確で、質問は

わかりやすい。要望ではなく、公約の達成度と合

わせて厳しく追及してほしい。それに対して、町長

答弁は聞きづらく、平成 30 年度の予算説明に

過ぎず、見解がわかりにくいまま。また、庁舎建設

など急に「スピード感」を強調するのも疑問。 

添田 孝司 
〈2期〉 

 

村田町政の姿勢 

1 「財政ゼロからの見直し」の過去 3年間の成果。2 任期中の町長退職金

の廃止はどうなったか。3公共施設再配置・町有地有効活用の中で役場庁

舎と学校が検討除外になった理由。 

 

質問は「しお風」でも追及してきた点も含めて、

具体的な事例も明示し細部にわたり、厳しい追

及がなされました。しかし、町長答弁は、見解の

違い、住民ニーズの違いによる実行の困難さで

逃げ切り、納得できるものではありませんでした。

スピードと唐突は違います。最終的にどこまで回

答を得るか再質問戦略も考え、町長、行政に問

題意識を持たせる気迫を持って追及してほしい。 
渡辺 訓任 
〈1期〉 
議会運営委員会副

委員長 

議会だより編集委

員会委員長 

予算案と施政方針についての所見 

1生活保護を必要とする世帯数と補足率の把握、対象外、支援額が減った

場合の対応。 2小児医療無料化の拡大、国民健康保険税の均等割の減

額、保育所待機児の今年度の見通し、学校施設のエアコン設置。 3施設

介護のニーズと対応認識。4 学校規模の適正化と地域コミュニティの醸成の

位置づけ、統合、町民の合意の作り方。5職員の「働き方」の方向性と具体

的な目標。6駅前町民会館の廃止後の活用とビジョン。7庁舎移転の財源

の確保と見通し。8エネルギーの地産地消、自然エネルギーの活用の来年度

の推進。9任期中の退職金の廃止 

介護制度の将来計画や町債・臨時財政対策

債の推移などグラフボードを使い9点の幅広い質

問をしました。町長答弁は原稿読みで、予算説

明にすぎず、町長があえて答弁する内容ではあり

ません。今市町村で判断して実施できることが多

くなっている中でスピード感のある町長決断を迫

ってほしい。また、町長任期終了が迫る中で退

職金廃止の公約実現のために給与削減の提案

もしたが、町長はそれをしないようです。 

前田憲一郎 
〈1期〉 
教育福祉常任委員

会委員長 

集中投資、メリハリのある予算編成が見えてこない。 

1中間評価と合わせた平成 30年度の予算編成の検討方法 2道路整備な

ど必要な集中的投資はどこか。3 新事業の可能な展開方法。4 住んで安

心、暮らしを楽しめるまちづくりを予算案のどこに反映。5執行不用額の予算

編成段階での問題点が平成 30年事業にないか。 

いつも活舌も論点も明確で、質問はわかりやす

い。今回は「メリハリのある予算編成」という的を

射た質問でした。しかし、再質問で声は朗々とし

ても内容は迫力がなく、行政が経験で今の予算

編成が一番妥当であるという答弁に反論せず、

納得したような形で終わってしまいました。 

一
般
質
問
3
月
8
日
（木
） 

善波 宜雄 
〈1期〉 
総務建設経済常任

委員会副委員長 

災害に強いまちづくりについて問う 

1 どのような計画推進 

2道路整備の早期の必要性。 

3 災害時の地域拠点となる地域集会場児童館などについての検証。 

災害に強いまちづくりを考えるには庁舎建設や駅

前町民会館の廃止後、公共施設再配置の将

来イメージをこの 10年間で明確化することを繰り

返し質問しましたが、結局答弁は実施計画のス

ケージュールで推進し不明確なままのようです。 

露木 佳代 
〈1期〉 
議会基本条例推進

委員会委員長 

消防署の人員配置と訓練について 

1町の安心安全をさらに向上させるための人員配置について 

2訓練活動について 

日誌を調査し救急出動があると消防人員が 2

名になってしまう日が 7 割強もあることを明らかに

し元の 2 交代制、併用制にすることや訓練内容

の充実を提案。ﾃﾞｰﾀをﾋﾞｼﾞｭｱﾙに示すなど工夫

したが、今後検討という答弁で納得できません。 

野地 洋正 
〈1期〉 
総務建設経済常任

委員会委員長 

二宮町空家等対策計画の実効性について 

1 計画策定に至った背景、必要性。2総合計画、総合戦略における根拠、

位置づけ。3 近隣自治体の計画との違い、独自性。4 周知、啓発、実行

に係る各事業、予算。5町民の負担、また期待すること。6計画最終年度

（平成 34年度）の目標、効果。 

空き家等対策について細部にわたり質問し、答

弁では現段階で調査したデータの活用もなされ

ず、二宮の地域性を活かした対策もこれから、空

き家バンク登録も少なく、具体的な方向は見え

ないままに終了。計画の実効性は、疑問で、住

民の安心、安全の視点も不明のままでした。 

一石 洋子 
〈1期〉 
教育福祉常任委員

会副委員長 

町民力を活かしたまちづくりに向けて 

1 福祉分野で様々な世代が繋がり、多くの人が関わるしかけの必要性 

2二宮町のインクルーシブ教育の現状 

3 地域の集会施設と公園で放課後子ども教室を行うべき 

共生社会を実現するために具体的な事例も交

えて詳細な質問でした。二宮の特徴として町民

力の高さを町長をはじめ行政は強調しますが、

現状把握もできておらず、そのしかけは速やかに

できそうもありません。 

小笠原陶子 
〈5期〉 
副議長 

認知症や障がいのある高齢者支援の充実について 

1認知症初期集中支援チームについて 2介護施設の理解を深めることにつ

いて 3 地域での見守りについて 4 ボランティアの育成について 

ITサービスコーナー閉鎖に伴いデジタルデバイド解消について 

解消対策 

認知症や障害のある高齢者福祉は様々なこと

が実施されていますが、まだ点段階で、二宮町

は何を重点に進んでいるのか不明。その時々で

キャッチコピーは変わり、今年度予算のキャッチコ

ピー「住んで安心、暮らしを楽しめるまちづくり」に

は程遠いようです。 

質問しなかった議員 
 

桑原英俊、杉崎俊雄、根岸ゆき子、柳川駅司（敬称省略・議長を除く・議席番号順） 

 
666月月月議議議会会会ををを楽楽楽しししもももううう！！！議会開催予定6月 1日（金）～6月 8日（金）（会期 8日間）  
 

しお風ブログも「議会ウォッチング」を発信。しお風ホームページ http://shiokazecommunity.jimdo.com/ の「二宮を知りたい」の「二宮の

課題」で「やじうま議会ウォッチング」のバックナンバーがご覧いただけます。 
 

お問合せ まちづくり工房「しお風」神保智子 ☎090-3142-9358 

 shiokaze@mj.scn-net.ne.jp 

 

 

   


